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（公益）愛知県教育・スポーツ振興財団
　　　　愛知県埋蔵文化財センター

（株）アコード

時代 西暦 年号 下津にかかわる歴史的できごと 全国の歴史的できごと

1180 治承４ 源頼朝、伊豆で挙兵する

1181 養和元 源行家、墨俣の合戦で平家の軍勢に敗れ、折戸に陣を構える

1185 文治元 鎌倉街道の駅制を定める

1192 建久３ 鎌倉幕府の成立

1221 承久３ 承久の乱に際し、北条時房が下津に本陣を構える 承久の乱
鎌 山田明長（朝廷方の武士）下津河を渡れず、幕府方に捕えられる

1239 延応２ 曩謨寺（阿弥陀寺の前身）創建される
倉 1254 建長６ □平尼仏生年四十九造之、□長六年甲寅六月（下津住吉町出土石硯銘）

1262 弘長２ 西大寺の僧叡尊、折戸宿で昼食をとる
時 1270 文永７ 七月十七日、下津の宿に雷が落ちる

建治元 （十月）二十日、阿仏尼おりどを通る
代 1314 正和３ 下津五日市の地頭代、大成荘乱入について訴えられる

1333 元弘３ 鎌倉幕府滅亡、建武の新政始まる

南 1335 建武２ 足利尊氏、関東へ向かう途中下津で宿泊 中先代の乱

北 1336 建武３ 室町幕府成立

朝 1338 建武５ 北畠顕家（南朝方）、下津で北朝の軍勢と戦う

時 1347 正平２ 頓乗寺創建される

代 1388 元中５ 足利義満、富士遊覧の途中頓乗寺に宿泊

1392 明徳３ 南北朝合一

1394 応永元 中島郡稲木庄下津保（現一宮市伝法寺）に正眼寺が成立する

1411 応永18 下津に守護所が存在（織田常松書状）

1432 永享４ 足利義教（室町幕府６代将軍）、富士山遊覧の途中下津に宿泊

室
1466 文正元 織田敏広（守護代）、下津城を斯波義敏方に襲われる

1471 文明３ 円光寺が炎焼する

1476 文明８ 斯波義廉（守護）、下津城に下向する 応仁の乱（1467～77）

町
織田敏定、下津城を落とす

1478 文明10 法華堂（のち妙長寺）が創建される

　　この頃、阿弥陀寺が浄土真宗に転宗する

時
1524 大永４ 円光寺が炎焼する

1528 享禄２ 広幢寺が創建される

1531 享禄４ 法華堂が妙長寺となる（天正十四(1586)年、清須へ移転）

代
1541 天文10 円通寺が川井村（現岩倉市）から移転する

1550 天文19 阿弥陀寺に、本願寺證如から阿弥陀如来画像が下付される

1560 永禄３ 桶狭間の戦い

1562 永禄５ 織田信長、阿弥陀寺を安堵する

1570 元亀７ 阿弥陀寺が炎焼する

1573 天正元 室町幕府滅亡する

安土 1574 天正２ 下津を木村弥左衛門が支配する

桃山 1584 天正12 下津を雑賀松庵が支配する 小牧長久手の戦い

時代 1600 慶長５ 下津宿の住人、起宿へ引き移る 関ヶ原の戦い
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D区第1面　1:400Da区

Db区

土器がたくさん捨てられた土坑群

道状の高まり
（鎌倉街道？）

畑（はたけ）

畑（はたけ）

南北方向の区画溝

土師器皿がたくさん出た溝（第2面、127SD）

東西方向の区画溝
（第2面、北から100・90・150SD）

東西方向の区画溝（第1面）

お墓（021SK）

鎌倉街道の側溝？

A区　1:400

南北方向の区画溝（第2面）

南北方向の区画溝（第1面）

A区第 2面　全景（西から） A区第 2面　東西大溝群

150・90・100SD（東から）

A区第 2面　東西溝

127SD（東から）
A区第 2面　東西溝 127SD

土師器皿出土状況（北から）

A区第 1面　全景（西から）

A区第 1面　お墓

021SK（南から）


